
「
予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
と
は
、
事
業
所
が
予
備
自
衛
官
等
の
雇
用
を

予備自等協力事業所に大臣認定楯を贈呈
さ
れ
た
３
社
の
事
業
所
に
対
し
、
防
衛
大
臣
に
よ
る
認
定
楯
を
贈
呈
し
た
。

に
つ
い
て
確
認
し
た
。
贈
呈
を
受
け

感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
贈
呈
式

部
長
（
地
本
長
）
が
認
定
す
る
「
地
本
長
認
定
協
力
事
業
所
」
と
、
地
本
長
認
定
協
力
事

感
じ
ま
す
。
今
後
も
社
会
貢
献
で
き

い
る
。

所
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ
た
企
業
は
防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

「
有
事
に
お
け
る
防
衛
力
の
補
完
」、

べ
た
。

報
イ
ベ
ン
ト
や
自
衛
隊
の
部
隊
研
修
、

に
本
業
と
の
「
二
足
の
草
鞋
を
履
く
」

し
て
制
度
普
及
を
実
施
す
る
と
し
て

護衛艦「てるづき」による艦艇広報
艦
「
て
る
づ
き
」（
艦
長　

山
田
昌
彦
２
等
海
佐
）
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実
施
し
た
。
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東
京
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

荒
井
陸
将
補
）
は
４
月

日
、
東
京
地
本
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
表
示
制
度
大
臣
認
定
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定

交
換
会
を
行
い
、
相
互
の
連
携
強
化

に
対
す
る
理
解
と
協
力
へ
の
敬
意
と

衛
官
補
の
雇
用
人
数
や
継
続
的
な
任
用
、
訓
練
参
加
へ
の
配
慮
を
考
慮
し
、
地
方
協
力
本

に
当
た
り
、
評
価
し
て
頂
き
光
栄
に

業
所
に
つ
い
て
、
地
本
長
の
推
薦
に
よ
り
防
衛
大
臣
が
認
定
す
る
「
大
臣
認
定
協
力
事
業

度
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心
・
理
解
を
深
め
、
同
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を

が
、
予
備
自
衛
官
等
の
役
割
で
あ
る

力
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。」
と
述

充
足
向
上
の
た
め
、
今
後
も
各
種
広

自
衛
官
等
制
度
の
普
及
に
努
め
、
特

通
じ
て
幅
広
い
業
種
・
年
齢
層
に
対

に
引
き
続
き
認
定
事
業
所
と
の
意
見

「
平
時
に
お
け
る
国
民
と
の
架
け
橋
」

「
予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
」
に
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
及
び
予
備
自

た
認
定
事
業
所
は
「
認
定
を
受
け
る

業
所
の
中
か
ら
、
国
の
防
衛
へ
の
協
力
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事

通
じ
、
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
防
衛
省
と
し
て
認
定
・
称
揚
す
る
こ
と
で
制

ジ
や
機
関
誌
等
で
紹
介
さ
れ
る
。

贈
呈
式
に
お
い
て
は
荒
井
本
部
長

る
会
社
を
目
指
し
、
可
能
な
限
り
協

即
応
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
の

東
京
地
本
予
備
自
衛
官
課
は
予
備

訓
練
見
学
等
、
活
発
な
広
報
活
動
を

東
京
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

荒
井
陸
将
補
）
は
５
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
護
衛

収
め
た
り
、
東
京
湾
を
安
定
し
て
航
行
す
る
護
衛
艦
の
能
力
を
体
感
す
る
等
、
普
段
体
験
で
き

別
公
開
も
実
施
し
、
艦
橋
や
居
室
等
の
生
活
区
画
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、「
て
る
づ
き
」
特
製

口
径
５
イ
ン
チ
砲
の
操
法
展
示
、
乗
員
に
よ
る
「
ら
っ
ぱ
」
の
吹
奏
及
び
手
旗
信
号
が
披
露
さ

海
を
実
施
し
た
。
募
集
対
象
者
等
４
１
２
名
の
参
加
者
は
、
艦
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
「
て
る
づ
き
」

衛
隊
へ
の
入
隊
を
希
望
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

「
て
る
づ
き
」
の
一
般
公
開
に
は
両
日
と
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
延
べ

員
と
の
懇
談
を
通
じ
、
海
上
自

参
加
し
、
護
衛
艦
「
て
る
づ
き
」
の
公
開
、
陸
上
自
衛
隊
装
備
車
両
の
展
示
及
び
広
報
ブ
ー
ス

信
車
、
軽
装
甲
機
動
車
、
偵
察

集
め
て
い
た
。

出
展
さ
れ
、
来
場
者
は
乗
車
し

の
乗
組
員
に
よ
る
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
甲
板
上
で
は
装
備
火
器
を
写
真
に

れ
、
乗
艦
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
、
募
集
対
象
者
１
６
０
名
を
対
象
と
し
た
特

な
い
貴
重
な
経
験
に
海
上
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
様
子
で
あ
り
、
そ
の
場
で
海
上
自

た
。

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
隊
員
と
一
緒
に
喫
食
し
、
気
配
り
さ
れ
た
昼
食
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
隊

を
出
展
し
た
。「
東
京
み
な
と
祭
」
は
東
京
港
が
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
た
こ
と
を
記
念
し

装
備
品
展
示
で
は
、
指
揮
通

て
写
真
に
収
ま
る
等
、
人
気
を

用
オ
ー
ト
バ
イ
、
高
機
動
車
が

コ
ー
ナ
ー
に
多
数
の
来
場
者
が

魅
力
あ
る
広
報
活
動
を
実
施
し

の
氷
」
の
展
示
、
自
衛
隊
広
報

ー
ナ
ー
で
は
自
衛
隊
や
自
衛
官

東
京
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

し
、
海
上
自
衛
官
等
の
広
報
官

ス
内
の
席
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
制
服
の
試
着

隊
へ
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
、

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、「
南
極

訪
れ
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
コ

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

の
採
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対

が
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
、
ブ
ー

て
い
く
と
し
て
い
る
。

日
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
か
ら
東
京
港
晴
海
埠
頭
へ
の
回
航
を
利
用
し
て
体
験
航

17
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
年
は
２
日
間
で
延
べ
約
７
０
，０
０
０
人
が
訪
れ

と
18

日
は
、
東
京
港
晴
海
埠
頭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第

19

回
東
京
み
な
と
祭
」
に

71

１
万
１
２
６
４
人
が
乗
艦
し
た
。
乗
艦
者
に
は
「
て
る
づ
き
」
の
甲
板
を
公
開
し
た
ほ
か
、
62

衛
官
の
仕
事
内
容
や
生
活
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
。


